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本報告書は、沖縄県土木建築部南部土木事務所による「龍 

潭線街路改良工事」に伴って発掘調査を行った、「首里当 

蔵旧水路」の成果を収めたものです。

本遺跡は那覇市首里当蔵町に存し、平成27年:10月から平 

成28年1月にかけて調査が行われました。

調査では、県道29号線沿道に、琉球石灰岩を用いて構築 

された水路が確認されました。

首里当蔵町は、世界遺産「首里城跡」が存するなど、琉 

球王府時代には、その王都として中心的な役割を担ってお 

りました。本遺跡の調査成果は、整備されたかっての街並 

みが偲ばれるものであり、当該地における都市計画を考え 

る上での契機となるものです。

末尾になりましたが、発掘調査作業ならびに、本報告書 

を作成するにあたってご協力いただきました関係各位の皆 

様に、深く感謝申し上げます。

平成29年2月
那覇市長城間幹子



例言

1. 本書は、沖縄県土木建築部南部土木事務所(以下、南部土木事務所)による「龍潭線街路改良工 

事」に伴って、平成27年度に実施された「首里当蔵旧水路発掘調査」の成果を収録したものであ 

る。

2. 発掘調査は、那覇市市民文化部文化財課の監督のもと、南部土木事務所と委託契約した株式会 

社埋蔵文化財サポートシステム(以下、埋蔵文化財サポートシステム)が行った。

3, 第1表は、埋蔵文化財サポートシステムによる遺構観察記録を参考に作成した。

4, 第2図は、2009年(平成21)11月1日付国土地理院発行の那覇市全図(部分)に加筆した。

5, 第3図は、米軍が1947年(昭和22)〜1948年(昭和23)に撮影した航空写真をもとに、1949年(昭和24) 
に作成した地図(縮尺1：4, 800)に加筆した。

6, 第4図は、1998年(平成10) 3月付那覇市文化局歴史資料室発行の「首里地区旧跡・歴史的地名地 

図」に加筆した。

7, 第5図は、1994年(平成6) 3月付沖縄県教育委員会発行の『琉球国絵図史料集 第三集一天保国 

絵図・首里古地図及び関連資料ー』に掲載の「首里古地図」に加筆した。

8, 第6図は、1988年(昭和63)12月付那覇市税務部資産税課発行の現況•地籍併合図に、埋蔵文化財 

サポートシステム作成の遺構位置図ならびに首里古地図を重ね合わせ作成した。

9, 第7図は、沖縄タイムス1976年(昭和51)9月23日付「思い出のわが町」掲載の「戦前の当之蔵町 

民俗地図」をトレースして加筆した。

10. 第8図は、1988年(昭和63)12月付那覇市税務部資産税課発行の現況•地籍併合図に、埋蔵文化財 

サポートシステム作成の調査地点図を参考に作成した。

11. 第9図〜第15図は、埋蔵文化財サポートシステム作成図面を、再構成したものである。

12. 図版1〜図版4は、埋蔵文化財サポートシステム撮影写真を、再構成したものである。

13. 第V章は、埋蔵文化財サポートシステム作成の「業務報告書」中の「3.総括」を参照した。

14. 本報告書の執筆は下記の通りである。

樋口 麻子(那覇市市民文化部文化財課主任専門員)第［章〜第V章



15. 資料整理は下記のメンバーで行った。

表・図・トレース:国吉 真由美

16. 本書に掲載した発掘調査に関する写真•実測図などの記録は、那覇市市民文化部文化財課にて 

保管している。
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要 約

本書は、沖縄県南部土木事務所による龍潭線街路改良工事に伴って発掘調査を行った「首 
里当蔵旧水路」の発掘調査報告書である。調査においては、琉球石灰岩を用いて構築され 
た水路が確認された。遺構際まで現代の埋設管工事によって攪拌されており、明確な構築 
年代は不明である。
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